
園長等運営管理協議会Ⅱ実践発表

～学校（園）評価の取り組みについて～

令和７年９月２日

本荘中央こども園
齋藤 奈緒美



１．教育・保育の質の向上を図る学校（園）評価について

園の教育・保育、その他の園運営状況について園長が先頭に立ち

全職員で評価するもの ※アクションプログラムより

・自己評価と何が違うんだろう・・

・施設関係者評価委員が評価するもの？

・評価項目を決める際、何か決まりはあるのだろうか・・

目標を設定する際は全職員が参加して園の良さ・強み及び課題を

明らかにする ※アクションプログラムより

①昨年度末に重点目標の協議（3月）

②令和7年度の研究テーマの決定（4月）

③各年齢の年間指導計画作成・全体的な計画の見直し（4月）

④各分野ごとの年間の計画の立案（安全関係・子育て支援・研究など）（4月）



２．学校（園）評価においての工夫

◇園評価についての年間の見直し（別紙１）

◇職員会議の際、重点目標を確認（職員一人一人に伝達）

・学校評価について職員に説明をし、今後の流れについても伝えていく

・園内研究計画、避難訓練や危機管理に対する計画、子育て支援計画の協議

◇評価表の作成

・アクションプログラムの評価項目を参考にし、園長・副園長で項目を決定し、

主幹保育教諭と内容についての協議

◇施設関係者評価委員会開催（6月）

・昨年度まで行っていた第三者委員会の内容を見直し

・委員会のメンバーを選考・依頼

・今後の予定や園の取り組みについて説明

◇職員の中間的な評価（9月）

園で見直したこと・・



３．学校（園）評価の取組状況

学校評価項目について（別紙２）

・今年から幼保連携型認定こども園に移行したので評価項目を見直し

・今年度設定した評価項目について、年度末に見直す予定

施設関係者評価委員会について（別紙３）

・地域の方以外に事業計画の報告

・保護者の方に園で行っている研究についてや子育て支援について情報 を発信

・報告書の作成と公表（2月）



４．今後の見通し

保護者や地域住民の信頼に応え、家庭や地域社会と連携・協力し、一体

となって乳幼児の健やかな成長を支えていく ※アクションプログラムより

地域に開かれたこども園

・全方位的な評価（偏りのない評価項目）だろうか

・強みを生かせているかだろうか

・弱みは何だろう？

・園で計画している内容が地域にどう伝わっているか

・地域から見える園とは・・？

・今年度末に出てきた評価を全職員で話し合い、次年度の計画につなげる

園評価を生かした園運営にむけて

次年度にむけて

課題を明らかにする
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